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センサーとは

• 家電とともに存在する

• 家電に利便性をもたらす

松下電工様 「ﾎｰﾑにおけるｾﾝｻｰ＆ｾﾝｻｰﾈｯﾄﾜｰｸ」より



家電の流れ

サスティナビリティの時代電気の時代電気以前の時代

1882年 1960年 1990年

増大



家電の流れ

サスティナビリティの時代電気の時代電気以前の時代

1882年 1960年 1990年

快適性

“一日中、家の中を昼間にする”

“一年中、家の中を春にする”



家電の流れ

サスティナビリティの時代電気の時代電気以前の時代

1882年 1960年 1990年

利便性

“家事労働から解放 又は 軽減”



家電の流れ

サスティナビリティの時代電気の時代電気以前の時代

1882年 1960年 1990年

娯楽性

“家の中に、映画館 又は ゲームセンター”



家電の流れ

サスティナビリティの時代電気の時代電気以前の時代

1882年 1960年 1990年

コミュニケーション

“家の中でも遠い人と話せる”



センサーは家電とともに発展

快適性 利便性 娯楽性 コミュニケーション

照明

エアコン

洗濯機

掃除機

テレビ

ゲーム機

携帯電話

インターネット



次世代のセンサーに期待されるもの

一番近い人

コミュニケーション

遠い人との関係 近い人との関係

近い人たちとの

コミュニケーションを

良くする

健 康



次世代センサーアプリケーション

複雑系の処理

複数の条件から判断するもの

相関性に基づいて判断する

ex

皮膚の状態

ストレス度

血圧

感情が

わかる

アンチＫＹ

空気が読める

パネルディスカッションにて



パラダイムシフト

アル・ゴア氏 「不都合な真実」

地球温暖化 平成１９年度版 環境/循環白書より



家庭の消費電力は増大

エネルギー白書 ２００６年版より



家電とエネルギーの無限拡大

電気の時代電気以前の時代

エジソン

発電会社

三丁目の夕日

発

電

1882年 1960年 1990年

環境の制約

サスティナビリティの時代

オイルショック



東大工学部２号館電力グラフ



人の活動とリンクしていない



家の機能相関図
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拡大するセンサー
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環境の時代のセンサー

人
の
活
動

自然

環境

家電

影
響
す
る
力

人の活動と自然環境の変化を計るセンサーが求められる



センサーネットワークへの期待

人の活動とリンクして高度なコントロールを可能にする

電気

製品

情報 センサー

自然環境

エネルギー供給



イノベーション

参加企業の開発力に

大きな期待が

寄せられている

価値創造プロセス

なぜ東大工学部なのか。

科学技術の象徴でありながら

ＣＯ2排出量が大きく、

削減が進んでいない場所

だからこそ意味がある

知識創造力 知識動員力

産官学のコンソーシアム

だからこそ

知識動員力がある

グリーン東大工学部コンソーシアムの意義



グリーン東大工学部コンソーシアム

東京大学工学部

“知・智的”環境情報化の

プラットホーム

コンセプト

技 術情 報

サポーター サポーター ＮＰＯ

市民

政府

全体イメージ

IPv6普及高度化推進協議会
通信機器メーカー 通信キャリア
ＳＩ‘ｅｒ

コンピュータメーカー 大手ゼネコン
大手サブコン ビル管理機器メーカー
ＦＮＩＣ

設備メーカー




